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　 レ ス キ ュ ー サ ポ ー ト ・ バ イ ク ネ ッ ト ワ ー ク … 略 称 「 Ｒ Ｂ 」 は 、 オ ー ト バ イ の 機 動 力 と 、 そ
れ を 支 援 す る ネ ッ ト ワ ー ク に よ り 、 震 災 時 の 情 報 活 動 や 救 援 活 動 を 支 援 す る た め に
生 ま れ た ボ ラ ン テ ィ ア 組 織 で す 。 東 海 地 震 に 備 え た 市 民 運 動 と し て 、 1  9  9  4  年 1  1  月 に
バ イ ク の ま ち 浜 松 で 誕 生 し ま し た が 、 そ の ２ ヶ 月 後 に 、 誰 も が 予 測 し て い な か っ た 阪 神
地 域 に 大 地 震 が 発 生 し ま し た 。 高 速 道 路 は 崩 壊 し 、 幹 線 道 路 は 大 渋 滞 、 生 活 道 路
も 倒 壊 家 屋 や 倒 れ た 電 柱 、 飛 散 し た 瓦 礫 で 、 ほ と ん ど が 通 行 止 め と な り ま し た 。 こ う し
た 状 況 の 中 で 威 力 を 発 揮 し た の が オ ー ト バ イ で し た 。 中 で も オ フ ロ ー ド バ イ ク は 、 渋
滞 や 瓦 礫 の 中 を 自 由 に 走 り 廻 り 、 震 災 時 の 救 援 活 動 に は な く て は な ら な い 存 在 と な
りました。
　 被 災 地 で は オ ー ト バ イ が 大 活 躍 し た こ と か ら 、 Ｒ Ｂ の 活 動 は 急 速 に 全 国 に 広 が る よ う
に な り 、 1  9  9  7  年 ２ 月 に は 「 ジ ャ パ ン Ｒ Ｂ 」 が 設 立 さ れ ま し た 。 そ し て 、 日 本 の ど こ で 地 震
が 起 き て も 迅 速 な 対 応 が で き る よ う に 、 全 国 を ９ の ブ ロ ッ ク に わ け て 、 組 織 づ く り が 進
め ら れ て い ま す 。 こ れ ま で に 、 宮 城 ・ 新 潟 ・ 石 川 ・ 栃 木 ・ 埼 玉 ・ 千 葉 ・ 東 京 ・ 山 梨 ・ 静
岡 ・ 愛 知 ・ 奈 良 ・ 大 阪 ・ 兵 庫 ・ 広 島 ・ 島 根 ・ 鳥 取 ・ 大 分 の １ ５ 都 県 で Ｒ Ｂ が 活 動 を 行 っ て
います。
　 地 震 は 「 い つ 」 「 ど こ 」 で 起 き る か も 知 れ ま せ ん 。 そ こ で 、 神 奈 川 Ｒ Ｂ 設 立 準 備 委 員
会 で は 、 か ね て か ら 神 奈 川 Ｒ Ｂ を 設 立 す る た め の 準 備 を 進 め て 参 り ま し た が 、 本 日 こ
こに神奈川ＲＢ設立総会を開催する運びとなりました。
　 Ｒ Ｂ は 、 「 自 分 達 の 地 域 は 自 分 達 で 守 る 」 こ と を 基 本 と し た 組 織 で す 。 今 後 は 、 県 内
の 隅 々  に ま で 隊 員 を 増 や し 、 い ざ と い う 時 に は 、 県 内 の 隊 員 が 相 互 に 連 携 し て 救 援
活 動 が で き る よ う に 、 県 内 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 を め ざ し て い き た い と 思 い ま す 。 そ れ が
実 現 す れ ば 、 隣 県 の Ｒ Ｂ を 支 援 す る こ と も 可 能 と な り ま す 。 そ し て 、 隣 県 同 士 の ネ ッ ト
ワ ー ク が 全 国 に 広 が れ ば 、 日 本 の ど こ で 地 震 災 害 が 起 き て も 、 近 隣 Ｒ Ｂ に よ る 迅 速 な
救 援 活 動 が 可 能 と な り ま す 。 以 上 の 主 旨 で 、 神 奈 川 Ｒ Ｂ を 設 立 し ま す の で ご 協 力 を
お願い致します。

１９９９年１月１０日
神奈川ＲＢ設立準備委員一同

神奈川ＲＢ設立趣意書
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神奈川ＲＢ宣言
１． 我々は、震災時において、オートバイの機動性を活

かして、被災地のために救援活動とその支援を行い
ます。

２． 我々は、ボランティア活動を基本とし、活動上発生
した傷害は、加害、被害を問わず自己責任とします。

３． 我々は、自己完結型のボランティアを目指します。
４． 我々の活動は、ボランティア精神をもったあらゆる

人々に開かれています。

神奈川ＲＢ設立にあたって

－４－

  「震災時バイクで役に立ちたい」
これが神奈川レスキューサポート・バイクネットワークのキーワードです。

  1 9 9 7 年7 月より本日まで約１年半にわたり準備をして参りましたが、このたびようやく神奈川
レスキューサポート・バイクネットワーク（略称神奈川R B ）として設立総会を開催するに至りま
した。
  設立に当たり、まずこれまでの活動にご協力を頂きました多くの方々に心から御礼を申し
上げます。

  神奈川R B はバイクで役立ちたいという共通の思いでこの１年半試行錯誤を重ねて参りまし
たが、中でも特にメンバーの気持ちのベクトルを合わせること、またボランティアとは何か？
を理解することの難しさを味わって来ました。
  しかし私たちはここ県民活動サポートセンター、えびなサポートセンターを通じて多くのボ
ランティアの方々と交流が出来ました。ここでは我々だけでは到底得られない多くの知識と
実践の場を提供いただきました。
  おかげさまで今、自信を持ってスタートできるようになりました。

  神奈川R B は「各自がやりたいことをやる」、ボトムアップで運営しています。今後もこれを継
続し災害ボランティアとして必要な、何時、誰が、何処でリーダーになってもやってゆける人
材が育つのに適した環境を維持したいと思います。

  設立１年目は、自らのスキルアップそして各団体との連携により、
            *  神奈川県西部地震シミュレーション （行動計画策定と実践）
            *  （災害）弱者の理解
を中心に活動いたします。

これからも皆様のご支援を頂きたくよろしくお願いいたします。

設立準備委員会代表  山田 泰



１　９　９　７　年

７月 発起人会(7 / 2 7

９月 ミーティング(9 / 7 )

１０月 ミーティング(1 0 / 5 )

１１月 グッドライダーズミーティング参加(1 1 / 9 )

＜東京都二輪普及協会主催＞

炊き出し訓練(1 1 / 3 0 )

１２月 ミーティング(1 2 / 2 3 )

１　９　９　８　年

１月 定例ミーティング（1 / 4 ） 防災ギャザリング参加

　パネル展示（1月1 1 日～2 5 日）

　フリーマーケット（1月2 4 ,2 5 日）

２月 定例ミーティング（2 / 8 ） 横浜市防災センター見学（2 / 8 ）

運営分科会(2 / 1 ) 災害時のための勉強会（2 / 8 ）

３月 定例ミーティング（3 / 8 ） ホームページ運用開始(3 / 9 )

運営分科会(3 / 1 ) ツーリング（3 / 2 9 ）

４月 定例ミーティング（4 / 1 9 ） ツーリング（4 / 2 6 ）

運営分科会(4 / 1 2 )

５月 定例ミーティング（5 / 1 6 ） オフロード走行訓練（5 / 1 6 ）

　＜県警白バイ隊員指導＞

運営分科会(5 / 1 0 ,3 1 ) 県内キャンプ訓練（5 / 1 6 - 1 7 ）

ツーリング（5 / 2 4 ）

６月 定例ミーティング(6 / 7 )

運営分科会(6 / 2 7 )

７月 定例ミーティング(7 / 5 ) 上級救命講習会（7 / 1 2 ）

横須賀防災訓練参加（7 / 2 5 - 2 6 ）

８月 定例ミーティング(8 / 1 ) ＪＲＢ全国大会（東京8 / 8 - 9 ）

運営分科会(8 / 2 9 ) 　担当：「調布川崎物資搬送訓練」

  　　　　及び「救護シミュレーション」 

９月 定例ミーティング(9 / 2 0 ) 掛川総合防災訓練参加(9 / 1 )

懇親会(9 / 1 9 ) 　自衛隊・ＡＭＤＡ・ＪＲＢの合同訓練

１０月 定例ミーティング(1 0 / 4 ) R B 合同キャンプ訓練in 静岡 (1 0 / 2 4 - 2 5 )

１１月 運営分科会(1 1 / 3 ) オフロード走行訓練(1 1 / 2 8 )

定例ミーティング(1 1 / 8 ) 　＜県警白バイ隊員指導＞

１２月 定例ミーティング(1 2 / 6 )

運営分科会(1 2 / 1 3 ,1 9 ,2 3 ,2 6 )

神奈川ＲＢ活動経過
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神奈川ＲＢ規約案に関する件（設立総会議事）

【神奈川・レスキューサポート・バイクネットワーク規約案】

（名　称） 
　第１条

1 .　本会は、「神奈川・レスキューサポート・バイクネットワーク」と称す。 
2 .　通称を「神奈川ＲＢ」とする。 

（目　的） 
　第２条

本会は、オートバイの機動力とそれを支援するネットワークにより、震災時
における情報活動および救援活動のサポートを行うことを目的とする。 

（基本理念） 
　第３条

本会の活動は、ボランティアを基本とし、法を遵守し安全を最優先にした活
動を旨とする。 

（事　業） 
　第４条

本会は、第２条に揚げる目的を達成するために、以下の事業を行う。 
1 .　会員の訓練及び研修。 
2 .　会員相互の交流と親睦に関する活動。 
3 .　本会の広報活動と啓蒙活動。 
4 .　同様な目的を有する他団体・行政機関等との連携協力。
5 .　震災に関する情報収集、研究。 
6 .　その他、目的を達成するために必要な事業。 

（会　員） 
　第５条

会員は本会の目的、理念に賛同する者でなければならない。 
　第６条

会員となるものは本会に入会手続きを行わなければならない。
　第７条

会員が退会する際、退会手続きを行わなければならない。
　第８条

会員は細則に示す年会費を納入しなければならない。 

－６－



　第９条
会員が、以下の各号の一に該当した場合、除名することがある。 

1 .　本会の名誉を著しく毀損した場合。 
2 .　本会の目的、または理念に反する行為を行った場合。 
3 .　本会の秩序を損なう行為を行った場合。 

（役　員） 
　第１０条

本会会員から、以下の役員を選出する。 
1 .　代 表 １名 
2 .　副 代 表 若干名 
3 .　事務局長 １名 
4 .　会計監査 ２名 

（役員の任務） 
　第１１条

1 .　代表は、本会の円滑な運営を行うとともに、本会を総理する。 
2 .　副代表は、代表を補佐し、代表が業務遂行不可能な場合、会
　　務を代行する。 
3 .　事務局長は、事務局を統括する。 
4 .　監査は、本会の会計を監査する。 

（役員の任期） 
　第１２条

役員の任期は１年とする。但し、補欠の役員の任期は前任者の残任期間
とする。 

　第１３条
役員は再任を妨げない。 

（地区リーダー） 
　第１４条

会員数に応じ、適宜、地区毎にリーダーを定める。 

神奈川ＲＢ規約案に関する件（続）
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（機　関） 
　第１５条

本会に以下の機関を置く 
1 .　総会 
2 .　運営会議 
3 .　定例会議 
4 .　分科会 
5 .　事務局 

（総　会） 
　第１６条

総会は、本会における最重要な課題に関する議決を行う。 
　第１７条

総会は全会員によって構成される。 
　第１８条

総会は毎年１回以上開催する。 
　第１９条

総会は代表により、開催される。 

（運営会議） 
　第２０条

運営会議は本会の運営に関する諸課題の解決を図る議決を行う。 
　第２１条

運営会議は役員および、各リーダーにより構成される。 
　第２２条

運営会議は、必要に応じ、役員により招集される。 

（定例会議） 
　第２３条

定例会議は本会全体の活動・運営における所徹底と、課題抽出および
解決案作成を行い、重要な課題に関する議決を行う。 

　第２４条
定例会議は全会員によって構成される。 

（事務局） 
　第２５条

事務局は、本会運営に際し、必要な事務を行う。 

神奈川ＲＢ規約案に関する件（続）
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（分科会） 
　第２６条

分科会は、担当分野の活動と運営に関する方針案の作成を行い、定例
会議、又は、運営会議にて承認を得た後、方針実施を図る。 

　第２７条
分科会には、リーダーをおく。 

　第２８条
分科会は、実施中の活動について、適宜、定例会議にて報告を行う。 

（会　計） 
　第２９条

1 .　本会の会計年度は毎年１１月１日より１０月末日迄とする。 
2 .　本会の会計報告は総会において行われる。 

（会費等） 
　第３０条

一旦納入された、会費、寄付金は返却しないものとする。

（細　則） 
　第３１条

年会費は次の通りとする。 
年会費2 ,0 0 0 円、または月額2 0 0 円とする。 

　第３２条
本規約の改正は総会において承認されなければならない。 

　第３３条
本規約は１９９９年１月１０日より施行する。 

神奈川ＲＢ規約案に関する件（続）
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1 9 9 9 年度神奈川ＲＢ役員選出に関する件   （設立総会議事）

－１０－

以下の者を１９９９年度神奈川ＲＢ役員として推薦致します。

代表 山田 泰
副代表 中島 信義

谷内 太一
入佐 俊明
井上 哲也

事務局長 原 俊介
会計監査 岩瀬 雅裕

松井 嘉夫

【1 9 9 9 年度神奈川ＲＢ役員案】



1 9 9 9 年度神奈川ＲＢ活動計画に関する件    （設立総会議事）

１　９　９　９　年

１月 神奈川ＲＢ設立総会 防災ギャザリング参加 (1 / 1 0 ～2 4 )
 (1 / 1 0 ) "設立記念講演会(1 / 1 0 ), フリーマーケット"

２月 運営会議 (2 / 7 )

３月 定例会議 (3 / 7 ) 県西部地震シミュレーションの現地調査
オリエンテーション(同)

４月 オフロード走行訓練
救急救命講習会

５月 運営会議 (5 / 9 ) 近隣ＲＢ合同キャンプ

６月 定例会議 (6 / 6 )
オリエンテーション (同)

７月 神奈川ＲＢ内部防災訓練

８月 運営会議 (8 / 1 )

９月 定例会議 (9 / 5 ) 防災訓練参加
オリエンテーション(同)

１0 月 オフロード走行訓練
救急救命講習会

１１月 運営会議 (1 1 / 7 ) 神奈川ＲＢキャンプ

1 2 月 定例会議 (1 2 / 5 )
オリエンテーション (同)

２　０　０　０　年

１月 神奈川ＲＢ総会 県西部地震シミュレーション発表会
防災ギャザリング参加

－１１－
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1 9 9 9 年度神奈川ＲＢ予算案に関する件    （設立総会議事）

収入の部

項目      金額 摘要

会費 7 0 ,0 0 0 2 ,0 0 0 ×3 5 名

参加費 2 0 ,0 0 0 イベント等参加費

合計 9 0 ,0 0 0

支出の部

項目

会議費

通信費

会報費

会場費

交通費

予備費

合計

－１２－

【1 9 9 9 年度神奈川ＲＢ予算案】

金額
　

1 4 ,0 0 0

2 4 ,0 0 0

9 ,0 0 0

1 2 ,0 0 0

2 0 ,0 0 0

1 1 ,0 0 0

9 0 ,0 0 0

摘要

会議資料作成費用

封筒・切手・メーリングリスト費用等

会報作成費用

サポートセンター（横浜・海老名）ロッカー費用

ＪＲＢ理事会出席費用

事務局費用等



ＪＲＢ震災時支援協定に関する件（設立総会議事）

【ＪＲＢ震災時支援協定】

（趣  旨）
第１条  この協定は、ＪＲＢ規約第３条２項に基づき災害時の支援に関する事項

を定める。
    ２  本協定を締結した「ＲＢ」のいずれかの地域において災害が発生し、独

自では十分な活動ができない場合において、被災地「ＲＢ」からの要請
にこたえ、初動の救援活動を支援するため、基本的な事項を定める。

      （支援時の確認事項）
第２条  相互支援をする際には、次の事項について確認をする。

(１)  災害の状況
(２)  出動する場所、又は地域。
(３)  支援の期間
(４)  派遣する隊員数
(５)  その他必要な事項

（支援の実施）
第３条  支援の要請を請けた側は、ボランティア活動の範囲でできる限りこれに

応じるものとし、迅速な救援活動に努めるものとする。
（災害保険）
第４条  支援活動に参加する隊員は必ずボランティア保険に加入するものとする。

その際の保険料の支払いは、支援する側で負担するものとする。
（有効期間）
第５条  この協定は、協定締結の日から発効するものとし、いずれかから申し出

がない限り継続するものとする。
（雑  則）
第６条  この協定に定めるもののほか必要な事項は、常任理事会で定めるものと

する。

ＪＲＢ規約（関係条文抜粋）
 第３条　本会の活動は、ボランティアを基本とし、法を遵守し安全を

最優先にした活動を旨とする。
     ２．本会は、それぞれの「ＲＢ」の自主的な活動を尊重する。但し、

震災時には被災地と近接する「ＲＢ」は相互に支援しあうものと
する。そのため、各「ＲＢ」は、別途定める「震災時支援協定」
を結ぶものとする。

－１３－



神奈川ＲＢ組織図

山田 泰

代表

中島 信義
（震災時活動研究担当）

副代表

谷内 太一
（渉外及び運営担当）

井上 哲也
(運営及び地域
活動担当)

入佐 俊明
（災害弱者支援活動

　　及び訓練企画担当）

中島 信義
（震災時活動研究分科会）

分科会リーダー

太田 真幸
（バイク分科会）

小林大輔
（情報通信分科会）

石井 路香
（救急救命分科会）

永山 充
（神奈川西部）

地域支部リーダー

岩崎 雅弥
（神奈川北部）

伊藤 浩章
（神奈川南部）

坂本 篤哉
（神奈川東部）

原 俊介

事務局長

役員

会計監査

松井 嘉夫岩瀬 雅裕

事務局

アドバイザー（敬称略）

荻原 多聞
（神奈川県災害救援ボランティア

推進委員会　事務局長）

梶 エミ子 (会計)
石井 路香 (資料管理)
原 俊介 (資料管理)
岩崎 雅弥 (名簿)
内藤 浩司 (名簿)
加藤 英宗 (電話受付)
松井 嘉夫 (E - M a il受付)
白井 美歩 (郵送受付)
原 俊介 (発送)
山本 泰彦 (会報)
松井 嘉夫 (会報)
鈴木 功 (メーリング

 リスト管理)

－１４－

田嶋 誠一
（神奈川県警察　第一交通機動隊

神奈川県巡査部長）

神奈川ＲＢ会員
３４名

１９９８年１２月２６日現在



神奈川ＲＢ会議構成図

神奈川ＲＢ会議

総会

運営会議

定例会議

事務局

<  役員 >
　代表 　 副代表
　事務局長 会計監査

役員
リーダー

事務局長
担当者

神奈川ＲＢ会員

神奈川ＲＢ会員

地域支部会議

分科会

プロジェクト
会議

地域支部リーダー
地域支部会員

分科会リーダー
分科会員

プロジェクトリーダー
担当者

－１５－



ＪＲＢとは？　－ＲＢへの参加・設立経緯－

■ＲＢは、どなたでも参加できます

■設立経緯

1 . バイクのまち浜松で誕生

2 . 阪神・淡路大震災発生

3 . インターネットの参加

4 . ＪＲＢの誕生

5 . 全国ネットワークへ

－１６－

　

レ ス キ ュ ー サ ポ ー ト ・ バ イ ク ネ ッ ト ワ ー ク … 略 称 「 Ｒ Ｂ 」 は 、 「 オ ー ト バ イ の 機 動 力 」 と 、 そ れ を 支 援 す る ネ ッ ト
ワ ー ク に よ り 、 震 災 時 の 情 報 活 動 や 救 援 活 動 の 支 援 を 行 い 、 バ イ ク を 通 し て 地 域 社 会 に 貢 献 す る こ と を
目 的 に 設 立 さ れ た ボ ラ ン テ ィ ア 組 織 で す 。 「 何 か 役 に 立 つ こ と を し て み た い … 」 と 、 お 考 え の 方 な ら バ イ
クの有無を問わずどなたでも参加できます。

　

　
　地震災害は、広域的・多発的・複合的な被害が同時に発生します。 道路は寸断され大渋滞となり、ラ
イ フ ラ イ ン も ス ト ッ プ 、 電 話 も 不 通 と な り ま す 。 情 報 が 途 絶 え た 中 で の 救 援 活 動 は 困 難 を 極 め ま す が 、 そ
ん な 時 、 威 力 を 発 揮 す る の が 渋 滞 や 悪 路 に 強 い オ フ ロ ー ド バ イ ク で す 。 東 海 地 震 に 備 え 、 「 ス ポ ー ツ と し
て 楽 し ん で い る バ イ ク を 災 害 時 の 救 援 活 動 に 役 立 て た い 」 と い う 有 志 が 集 ま り 、 1  9  9  4  年 1  1  月 、 バ イ ク の ま
ち浜松に「浜松ＲＢ」が誕生しました。

　
　 「 浜 松 Ｒ Ｂ 」 が 誕 生 し て か ら ２ ヶ 月 後 の 1  9  9  5  年 １ 月 1  7  日 に 、 あ の 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 が 発 生 し ま し た 。 高 速
道 路 は 崩 壊 し 、 幹 線 道 路 は 渋 滞 で 麻 痺 状 態 、 生 活 道 路 も 倒 れ た 電 柱 や 飛 散 し た 瓦 礫 で ほ と ん ど が 通
行 不 能 と な り ま し た 。 被 災 地 で は 大 渋 滞 の 中 を オ ー ト バ イ が 活 躍 し た こ と か ら 、 震 災 時 の 救 援 活 動 に は
な く て は な ら な い 存 在 と な り ま し た 。 そ の 後 、 「 Ｒ Ｂ 」 の 活 動 は 急 速 に 中 部 ・ 関 東 ・ 北 陸 ・ 近 畿 ・ 九 州 地 方 へ
と広がり、更に全国へと広がるようになりました。

　
　 阪 神 大 震 災 で は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト も 大 活 躍 し ま し た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 者 は 現 在 も 猛 烈 な 勢 い で 増
え 続 け て お り 、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク は 全 国 の 市 町 村 の 隅 々  に ま で 広 が っ て い ま す 。 そ こ で 、 「 Ｊ Ｒ Ｂ 」 の 設 立 に
先 駆 け て 1  9  9  6  年 ８ 月 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 、 「 Ｊ Ｒ Ｂ 」 の Ｐ Ｒ と 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 隊 員 の 募 集
を開始しました。
          (h ttp :/ / w w w .im ilin k .c o m / jrb / )

　
　 地 震 は ど こ で 起 き る か わ か り ま せ ん 。 そ こ で 、 日 本 の ど こ で 地 震 が 起 き て も 地 元 の 「 Ｒ Ｂ 」 で 迅 速 な 対 応
が で き る よ う に 全 国 的 な 組 織 づ く り を め ざ す こ と に な り ま し た 。 そ し て 1  9  9  7  年 ２ 月 ９ 日 、 「 浜 松 Ｒ Ｂ 」 「 調 布 Ｒ
Ｂ」「石川ＲＢ」「奈良ＲＢ」「清水ＲＢ」「大分ＲＢ」が発起人となって、ＲＢ発祥の地「浜松」に おいて「ＪＲＢ
設立総会」を開催、ジャパン・レスキューサポート・バイクネットワークが正式に誕生しました。

　

　 現 在 、 全 国 に は 1  5  0  0  万 台 の オ ー ト バ イ が 登 録 さ れ て い ま す 。 そ こ で 「 Ｊ Ｒ Ｂ 」 で は 、 そ の １ ％ を 目 標 に 、
全 国 的 な ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 進 め て い ま す 。 も し 、 そ れ が 実 現 す れ ば 、 日 本 の ど こ で 地 震 災 害 が 発 生 し
て も 迅 速 な 救 援 活 動 が 可 能 と な り ま す 。 そ の 時 、 オ ー ト バ イ は ス ポ ー ツ や レ ジ ャ ー 、 実 用 の ほ か に 「 社 会
への 貢献」という全く新しい機能とステータスをもつことになります。



　
　
　 「 Ｒ Ｂ 」 は 、 オ ー ト バ イ の 機 動 力 と 、 そ れ を 支 援 す る ネ ッ ト ワ ー ク に よ り 、 被 災 地 の 情 報 （ 火 災 ・ 救 急 救 命 ・ 交 通 ・ ラ
イ フ ラ イ ン ・ 避 難 地 等 ） を 迅 速 ・ 的 確 に 収 集 し 、 地 域 の 自 主 防 災 組 織 や 、 行 政 ・ 消 防 ・ 警 察 ・ 医 療 ・ 報 道 等 の 関 係
機関に伝達するとともに、これらの関係機関と連携して救援活動の支援を行います。

　

　 被 災 地 で は 、 道 路 は 寸 断 さ れ 、 使 え る 道 路 も 大 渋 滞 と な る た め 、 オ ー ト バ イ に よ る 医 薬 品 や 輸 血 用 血 液 な ど
の緊急を要する物資の運搬を行います。

　
　
　 「 Ｒ Ｂ 」 は 、 隊 員 の 自 発 的 な ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が 基 本 と な り ま す 。 震 災 時 の 活 動 に は 二 次 災 害 の 危 険 性 が 伴 い
ま す の で 安 全 を 最 優 先 と し ま す 。 消 火 活 動 や 負 傷 者 の 救 出 は 原 則 と し て 、 消 防 署 や 自 主 防 災 組 織 に ゆ だ ね る
ことになります。

　
　 「 Ｒ Ｂ 」 は 、 「 自 分 達 の 地 域 は 地 域 で 守 る 」 こ と を 基 本 と し た 組 織 で す 。 従 っ て 、 隊 員 は 地 元 の 「 Ｒ Ｂ 」 で 活 動 す る
こ と に な り ま す 。 た だ し 、 地 元 に 「 Ｒ Ｂ 組 織 」 が な い 場 合 に は 、 地 元 に 「 Ｒ Ｂ 」 が 設 立 さ れ る ま で は 、 同 一 ブ ロ ッ ク 内
の最寄りの「ＲＢ」に所属して活動を行うことになります。

　
　 Ｒ Ｂ 」 の 活 動 内 容 は 、 時 間 の 経 過 と と も に 変 化 し ま す 。 発 震 直 後 の 消 火 ・ 救 急 活 動 の 支 援 か ら 、 救 助 待 ち 被 災
者 の 発 見 、 避 難 生 活 の 支 援 へ と 重 点 が 移 り ま す 。 そ し て 、 ２ 週 間 を 過 ぎ る こ ろ に は 道 路 も 復 旧 し 始 め ま す 。 そ こ
で 、 「 Ｒ Ｂ 」 の 活 動 は 最 初 の ２ 週 間 を め ど と し 、 そ れ 以 降 は 一 般 的 な ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ と 移 行 し て い く こ と に な り
ます。

　
　 被 災 地 で は 飲 料 水 か ら 、 食 糧 ・ 薬 品 ・ 日 用 品 ま で す べ て が 物 不 足 に な り ま す 。 ラ イ フ ラ イ ン も 止 ま り 、 ト イ レ に
も 、 ご み の 捨 て 場 に も 困 る 状 態 が 続 き ま す 。 被 災 地 に 負 担 を か け な い で 継 続 的 な Ｒ Ｂ 活 動 を 維 持 す る た め 、 物
資の調達から発生物の処理まで「自己完結型」の活動が基本となります。

　
　 被 災 地 の 状 況 は 日 時 の 経 過 と と も に 刻 々  と 変 化 し ま す 。 そ こ で 、 「 Ｒ Ｂ 」 の 活 動 は 被 害 の 状 況 や 隊 員 の 数 か ら 、
そ の 時 点 に お け る 最 善 の 策 を 選 択 す る こ と に な り ま す 。 そ の 際 の 優 先 順 位 は 以 下 の 通 り で す が 、 最 終 的 に は 現
場の状況で判断することになります。
      ・火災の発見・通報及び後方支援（消防署との連携）
      ・被災情報の収集（市内全体の物的・人的被害、道路・交通状況の把握）
      ・避難地情報の収集（市内全域の被災者・負傷者の状況）
      ・関係機関への情報伝達（災害対策本部・地元放送局等）
      ・自主防災隊との連携による救援活動
      ・緊急物資の運搬（医薬品等）

　
　 情 報 が 跡 絶 え た 中 で は 流 言 飛 語 が 飛 び 交 う こ と か ら 、 信 頼 度 の 高 い 情 報 収 集 が 最 重 要 課 題 と な り ま す 。 「 Ｒ
Ｂ」では、情報の信頼度を高めるため、以下の３点を基本に活動を行います。
      ○報告は文書で行う（被災状況報告カード・伝言カードを使用）
      ○被災状況は事実をもとに客観的に報告する。
      ○報告は、簡単・明瞭・正確に。

ＪＲＢとは？（続）－ＲＢの役割・活動の基本－

－１７－

■ＲＢの役割
１．情報の収集と伝達

２．緊急物資の運搬

■活動の基本
１．安全を最優先

２．活動の拠点

３．活動の期間

４．自己完結型の活動

５．災害時の優先順位

６．報告は文書で



ＪＲＢとは？（続）－ＲＢの組織・１－

－１８－

　 「 Ｒ Ｂ 」 の 組 織 は 「 地 区 Ｒ Ｂ 」 「 市 町 村 Ｒ Ｂ 」 「 都 道 府 県 Ｒ Ｂ 」 「 ブ ロ ッ ク Ｒ Ｂ 」 「 ジ ャ パ ン Ｒ Ｂ 」 で 構 成 さ れ て お り 、 そ れ ぞ
れ以下のような組織となっています。

　 「 地 区 Ｒ Ｂ 」 は 、 「 市 町 村 Ｒ Ｂ 」 の 支 部 組 織 で 自 主 防 災 組 織 の 地 区 を 単 位 と し た 組 織 で す 。 「 地 区 Ｒ Ｂ 」 は 、 地 区
内の隊員で構成し、隊員が少ない場合には、隣接する複数の地区で一つの「地区ＲＢ」を編成します。

　 「 市 町 村 Ｒ Ｂ 」 は 、 市 町 村 を 単 位 と し た 組 織 で 、 Ｒ Ｂ 活 動 の 基 本 と な る 組 織 で す 。 隊 員 は 、 地 元 の 「 市 町 村 Ｒ Ｂ 」
に 所 属 し ま す が 、 地 元 に 「 Ｒ Ｂ 」 が な い 場 合 に は 近 隣 の 「 市 町 村 Ｒ Ｂ 」 に 所 属 す る こ と に な り ま す 。 「 市 町 村 Ｒ Ｂ 」 に は
事務局をおき、スタッフをおきます。

　 「 都 道 府 県 Ｒ Ｂ 」 は 、 各 都 道 府 県 下 の 「 市 町 村 Ｒ Ｂ 」 で 組 織 し 、 「 事 務 局 」 を お き ま す 。 な お 、 事 務 局 が 被 災 し た
場 合 に 備 え て 「 予 備 の 事 務 局 」 を お き ま す 。 両 事 務 局 は 、 そ れ ぞ れ に 独 立 し て 機 能 す る 組 織 と し 、 ス タ ッ フ を お き
ます。両事務局は、５０ｋｍ以上離れた位置に設置するものとします。

　 「 ブ ロ ッ ク Ｒ Ｂ 」 は 、 日 本 の ど こ で 地 震 災 害 が 発 生 し て も 、 ブ ロ ッ ク 内 の 「 Ｒ Ｂ 」 で 迅 速 な 対 応 が で き る よ う に 、 全 国
を ９ の ブ ロ ッ ク （ 北 海 道 ・ 東 北 ・ 北 陸 ・ 関 東 ・ 中 部 ・ 近 畿 ・ 中 国 ・ 四 国 ・ 九 州 ） に 分 け て 組 織 し 、 そ れ ぞ れ に 「 ブ ロ ッ ク
事務局」をおきます。

　 「 ジ ャ パ ン Ｒ Ｂ 」 は 全 国 の 「 都 道 府 県 Ｒ Ｂ 」 で 組 織 し 、 浜 松 に 「 本 部 事 務 局 」 を お き ま す 。 な お 、 本 部 事 務 局 が 被
災した場合に備えて東京に「予備の事務局」をおきます。両事務局には、それぞれにスタッフをおきます。

■ＲＢの組織

１．組  織

    (1 ) 地区ＲＢ

    (2 ) 市町村ＲＢ

    (3 ) 都道府県ＲＢ

    (4 ) ブロック事務局

    (5 ) ジャパンＲＢ
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２．機  能
    (1 ) 地区ＲＢ（支部ＲＢ）

    (2 ) 市町村ＲＢ

    (3 ) 都道府県ＲＢ

    (4 ) ブロックＲＢ

    (5 ) ジャパンＲＢ

３．隊員・賛助会員

    (1 ) バイク隊員

    (2 ) サポート隊員

    (3 ) インターネット隊員

    (4 ) 賛助会員

－１９－

　 被 災 地 で は 、 小 学 校 や 中 学 校 ・ 公 園 等 が 避 難 地 と な り ま す 。 避 難 地 に は そ の 地 区 の 住 民 や 負 傷 者
が 避 難 し て き ま す の で 、 Ｒ Ｂ 活 動 が 最 も 必 要 な 場 所 と な り ま す 。 「 地 区 Ｒ Ｂ 」 は 、 地 区 の 自 主 防 災 組 織 と
連携して、被害情報の収集・伝達、及び救援活動の支援を行います。

　 地 震 発 生 と 同 時 に 、 被 災 地 の 市 町 村 に は 「 災 害 対 策 本 部 」 が 設 置 さ れ ま す 。 そ こ で 、 被 災 地 と な っ
た 地 域 の 隊 員 は 、 地 元 の 市 町 村 で 活 動 す る こ と に な り ま す 。 災 害 対 策 本 部 を は じ め 、 消 防 ・ 警 察 ・ 医
療 ・ 報 道 等 の 関 係 機 関 と 連 携 し な が ら 、 市 町 村 全 体 の 被 害 情 報 の 収 集 ・ 伝 達 、 並 び に 救 援 活 動 の 支
援を行います。

　 災 害 が 発 生 し た 場 合 、 「 都 道 府 県 Ｒ Ｂ 」 は い ち 速 く 圏 内 の 被 害 状 況 を 把 握 し 、 各 「 市 町 村 Ｒ Ｂ 」 と 連
携 を 図 り 迅 速 な Ｒ Ｂ 活 動 を 開 始 し ま す 。 都 道 府 県 内 の Ｒ Ｂ で は 充 分 な 活 動 が で き な い 場 合 は 、 「 ブ ロ ッ
クＲＢ」に支援を要請します。

　 災 害 が 発 生 し た 場 合 、 「 ブ ロ ッ ク Ｒ Ｂ 事 務 局 」 は い ち 速 く 被 害 の 状 況 を 把 握 し 支 援 活 動 に 備 え ま す 。
被 災 地 の Ｒ Ｂ か ら 支 援 の 要 請 が あ っ た 場 合 に は 、 ブ ロ ッ ク 内 の 各 「 Ｒ Ｂ 」 と 連 携 を 図 り 、 迅 速 な 支 援 活
動を開始します。

　 「 ジ ャ パ ン Ｒ Ｂ 」 は 全 国 の 「 都 道 府 県 Ｒ Ｂ 」 を イ ン タ ー ネ ッ ト で 結 び 、 震 災 時 の 支 援 活 動 に 備 え ま す 。
震 災 時 に は 、 被 災 地 の イ ン タ ー ネ ッ ト 隊 員 か ら 送 ら れ て く る 情 報 を も と に 、 災 害 の 規 模 、 地 域 等 を 把
握 し ま す 。 そ れ を も と に 、 関 係 「 都 道 府 県 Ｒ Ｂ 」 と の 連 絡 ・ 調 整 を 図 り 、 広 域 的 な 支 援 体 制 を 整 え て い
きます。

　 「 Ｒ Ｂ 」 は 、 隊 員 と 賛 助 会 員 で 組 織 さ れ て い ま す 。 さ ら に 隊 員 は 、 「 バ イ ク 隊 員 」 と そ れ を 支 援 す る 「 サ
ポート隊員」「インターネット隊員」で構成されています。

　 バ イ ク 隊 員 は 、 オ ー ト バ イ の 機 動 力 を 活 か し て 、 被 災 地 の 被 害 情 報 の 収 集 や 伝 達 、 緊 急 物 資 の 運
搬 を 行 い ま す 。 ま た 、 市 町 村 の 災 害 対 策 本 部 や 自 主 防 災 組 織 、 消 防 ・ 警 察 ・ 医 療 ・ 報 道 等 の 関 係 機
関 と 連 携 を は か り 、 情 報 の 伝 達 並 び に 救 援 活 動 の 支 援 を 行 い ま す 。 バ イ ク は オ フ ロ ー ド 、 オ ン ロ ー ド
を問わず、すべてのメーカーのオートバイが対象となります。

　 サ ポ ー ト 隊 員 は 、 バ イ ク 隊 が 迅 速 か つ 適 確 な 情 報 活 動 が 継 続 的 に 行 え る よ う に 、 側 面 か ら 支 援 し ま
す 。 震 災 時 に は 「 Ｒ Ｂ 本 部 」 や 地 区 の 「 活 動 拠 点 」 に お い て 、 バ イ ク 隊 の 活 動 を サ ポ ー ト す る と と も に 、
必 要 な 設 備 や 用 具 を 整 え 、 Ｒ Ｂ 隊 員 の 食 糧 や 飲 料 水 ・ 燃 料 の 調 達 等 の 後 方 支 援 を 行 い ま す 。 サ ポ
ート隊員はバイクがなくても参加できます。

　 地 震 発 生 直 後 の 被 災 地 の 情 報 は 、 Ｒ Ｂ 活 動 を 開 始 す る か 否 か を 決 定 す る う え で 最 も 重 要 な 情 報 と
な り ま す 。 そ こ で 、 「 震 度 ６ 弱 」 以 上 の 地 震 が 発 生 し た 場 合 、 該 当 地 域 の イ ン タ ー ネ ッ ト 隊 員 は 、 被 害
状 況 を い ち 速 く 「 Ｊ Ｒ Ｂ 」 に 発 信 し ま す 。 「 Ｊ Ｒ Ｂ 」 は そ の 情 報 を も と に 迅 速 で 広 域 的 な 活 動 を 開 始 し ま
す。

　 賛 助 会 員 は 、 「 Ｒ Ｂ 」 の 活 動 を 資 金 面 か ら 支 援 し て い た だ く 会 員 で す 。 本 会 の 主 旨 に ご 賛 同 い た だ
ける方なら、個人・団体・企業を問わず、どなたでもご参加いただけます。
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－２０－

ＪＲＢブロック構成図
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